Revised Edition SUNSHINE English Course I 
学習指導計画案
１．到達目標
	１．英語を聞いて，情報や話し手の意向などを理解したり，概要や要点をとらえたりできる。
２．英語を読んで，情報や書き手の意向などを理解したり，概要や要点をとらえたりできる。
３．聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどを相手に伝えることができる。
４．聞いたり読んだりして得た情報をまとめて書いたり，得た情報について自分の考えなどを書いたりできる。


２．学習計画および評価方法
(1) 年間学習計画
	学
期
	月
	学習内容とねらい（配当時数）
	備考
(学習活動の特記事項，他教科・総合的
な学習の時間・特別活動等との関連な
ど)
	考
査
範
囲

	第
１
学
期
	４
月
	Lesson: 1 The Teddy Bear Project（5）
＜題材＞e-mailで日豪の高校生が交流を図り，相互理解を深め，国際交流について考えていく。
＜機能・表現＞気持ちを伝える（喜ぶ，落胆する）
＜言語材料＞基本５文型／不定詞の名詞的用法／It is ～(for  ...) to do／～ what／when／where／who?／such as ～ ／be good at ～
	・コンピュータ室で実際にインターネットを使い，情報を検索する。
（テディベアプロジェクトを検索する）
・『情報』の学習と関連づける。
	第
１
学
期
中
間
考
査

	
	
	Sound & Vocabulary 1（1）
	・子音の発音と語の強勢に注意して発音する。
・副詞を作る接尾辞を理解し，語彙を増やす。
	

	
	５
月
	Lesson 2: Happy Birthday, Mr. Mole（5）
＜題材＞教え子から送られたメロディー付き誕生日カードがきっかけで，モグラ退治に成功した教師。さて，その意外な方法とは？
＜機能・表現＞考えや意図を伝える（主張する，賛成[反対]する）
＜言語材料＞不定詞の副詞的用法（目的・原因），形容詞的用法／関係代名詞（制限用法）／現在完了形／on one’s way (to / from ～)／keep doing／unlike ～
	・インターネットを使って，グリーティングカードを作成する。可能ならば友人に送付する。
・「情報」の学習と関連づける。
	

	
	
	Communication Workshop 1: Taking Notes（1）
	・天気予報，映画案内，留守番電話を題材に，リスニングに焦点を当てた活動に取り組む。
	

	
	６
月
	Lesson 3: A Message to Teenagers（5）
＜題材＞新聞の人生相談より。｢口うるさい｣親から「心配ばかりかける｣子どもへの愛のメッセージ。
＜機能・表現＞気持ちを伝える（感謝する，謝る，なぐさめる）
＜言語材料＞S+V+O(=how／whetherなどの節)／S+V(=知覚動詞)+O+C(=原形不定詞／現在分詞)／S+V+O+to do／enough to do／be about to do／the same way as ～
	・状況・場面を設定し，親と子のロールプレイを行う。
	第
１
学
期
期
末
考
査

	
	
	Sound & Vocabulary 2（1）
	・子音の発音と語句の強勢，またリズムに注意して発音する。
・人を表す接尾辞を理解し，語彙を増やす。
	

	
	７
月
	Lesson 4: Eating with Curiosity（6）
＜題材＞カンガルーの肉を食べることへの日本人とアメリカ人の反応の違い｡食文化を通じて，異文化理解を考える。
＜機能・表現＞情報を伝える（理由を述べる）
＜言語材料＞過去完了形／不定詞の受け身／with ～+現在分詞など（付帯状況）／as soon as ～／when it comes to ～／let alone ～
	・外国人にとっては奇妙と思われる日本の食べ物やその作り方について，その背景にあるものとあわせて英文で説明する。
	

	
	
	Communication Workshop 2: Show and Tell（2）
	・｢自分の好きなもの｣ を紹介したり，友達の発表について質問したりする活動に取り組む。
	

	第
１
学
期
	【課題・提出物等】
１．課題：『ワークブック』や『予習・復習ノート』の中で指示されている箇所を予習。
２．提出：Lesson 1～Lesson 4までの『ワークブック』や『予習・復習ノート』，セクションごとのサマリー（50 words程度）を提出。

	
	【第１学期の評価方法】
１．評価対象：中間考査及び期末考査の成績，各課の小テスト（指導書セット内の『評価用テスト問題』を活用），スピーキングテスト２回（各レッスンの内容をまとめて話す，扱われた話題に関して自分の意見や考えを述べる），『ワークブック』の記入状況，授業時間内のペアワークやグループワークへの取り組み状況，課題提出状況を評価対象とする。
２．評価配分：中間考査及び期末考査の成績－50％，小テスト－15％，スピーキングテスト－15％，『ワークブック』への記入・ペアワークへの取り組み状況－10％，課題－10％


	学
期
	月
	学習内容とねらい（配当時数）
	備考
(学習活動の特記事項，他教科・総合的
な学習の時間・特別活動等との関連な
ど)
	考
査
範
囲

	第
２
学
期
	９
月
	Lesson 5: Eco-Cars（6）
＜題材＞数種類のエコカーの利点と欠点の紹介。京都議定書を紹介しつつ，環境と車社会との共生を考える。
＜機能・表現＞相手の行動を促す（指示する，依頼する）
＜言語材料＞受け身の進行形／関係代名詞（非制限用法）／関係代名詞what／It is saidなど+that節／as ～ as possible／now that ～（現在完了形／現在形）
	・環境問題に対する認識を深め，その解決に向けて生徒一人ひとりが何をできるのかについて，英語で短いエッセーを書く。
・「理科」の学習と関連づける。
	第
２
学
期
中
間
考
査

	
	
	Sound & Vocabulary 3（1）
	・母音と子音の発音，また文の強勢とリズムに注意して発音する。
・形容詞を作る接尾辞を理解し，語彙を増やす。
	

	
	10
月
	Lesson 6: A Principle for Good Design（6）
＜題材＞名刺や広告の作り方を通じて，どのようにすれば相手に情報をわかりやすく伝えられるかを考える。
＜機能・表現＞考えや意図を伝える（推論する，主張する)
＜言語材料＞S+V+O+O(=if／whether節)／現在分詞の分詞構文（付帯状況）／seemの用法／so that ～ will[can／may] ...／～ as well／once ～
	・コンピュータで自分たちの名刺を作り，どのようにすれば相手が見やすい名刺になるのかを考える。
・「情報」の学習と関連づける。
	

	
	
	Communication Workshop 3: Web Page Designing（1）
	・文化祭に向けてグループでホームページを作り，発表する創作的な活動に取り組む。
	第
２
学
期
期
末
考
査


	
	11
月
	Lesson 7: The Chopsticks Debate（6）
＜題材＞外国人が箸の使い方をほめられることをどうして嫌がるのか，というトピックを通して，相互理解のあり方を考える。
＜機能・表現＞情報を伝える（説明する，報告する）
＜言語材料＞S+V(=be動詞)+C(=that節)／動名詞の受け身／S+V(=使役動詞)+O+C(=原形不定詞)／remind ～ of ...／on doing／to be honestなどの独立不定詞／would rather ～ than ...
	・在日外国人が，日本人にされて嫌がる質問は何かを考え，それをもとに外国人と日本人のロールプレイを行う。
	

	
	
	Sound & Vocabulary 4（1）
	・母音と子音の発音，また文中の弱形に注意して発音する。
・名詞を作る接尾辞を理解し，語彙を増やす。
	

	
	12
月
	Lesson 8: How to Live Longer and Healthier（6）
＜題材＞健康に長生きしている女性の例を見て，その秘けつを探る。
＜機能・表現＞気持ちを伝える（ほめる，驚く，うらやむ）
＜言語材料＞不定詞の副詞的用法（結果)／仮定法過去／no longer／the+比較級 ～, the+比較級 ...／in terms of ～
	・テーマを設定し，ディベートを行う。（「どのように年をとりたいか」，「何歳まで生きたいか」など）
・「総合的な学習の時間」と関連づける。
	

	
	
	Communication Workshop 4: Interview（2）
	・関心のあるテーマについて友達にインタビューをし，整理して発表する活動に取り組む。
	

	
	【課題・提出物等】
１．課題：『ワークブック』や『予習・復習ノート』の中で指示されている箇所を予習。
２．提出：Lesson 5～Lesson 8までの『ワークブック』や『予習・復習ノート』，セクションごとのサマリー（50 words程度）を提出。

	第
２
学
期
	【第２学期の評価方法】
１．評価対象：中間考査及び期末考査の成績，各課の小テスト（指導書セット内の『評価用テスト問題』を活用），スピーキングテスト２回（各レッスンの内容をまとめて話す，扱われた話題に関して自分の意見や考えを述べる），『ワークブック』の記入状況，授業時間内のペアワークやグループワークへの取り組み状況，課題提出状況を評価対象とする。
２．評価配分：中間考査及び期末考査の成績－50％，小テスト－15％，スピーキングテスト－15％，『ワークブック』への記入・ペアワークへの取り組み状況－10％，課題－10％


	学
期
	月
	学習内容とねらい（配当時数）
	備考
(学習活動の特記事項，他教科・総合的
な学習の時間・特別活動等との関連な
ど)
	考
査
範
囲

	第
３
学
期
	１
月
	Lesson 9: The World’s Largest Paper Crane（6）
＜題材＞折り鶴を通じて，世界の平和を願い，訴えかける女性についての話を読み，平和への取り組みについて考える。
＜機能・表現＞気持ちを伝える（祈る，祝う）
＜言語材料＞過去分詞の分詞構文／関係副詞where, when, why，how／cannot help but do／to ～ extent
	・紛争中の地域を調べ，自分たちに何ができるのかを話し合う。
・「総合的な学習の時間」と関連づける。
	学
年
末
考
査

	
	
	Sound & Vocabulary 5（1）
	・母音と子音の発音，また音の同化に注意して発音する。
・名詞を作る接尾辞を理解し，語彙を増やす。
	

	
	２
月
	Lesson 10: An Afghan Athlete Runs Toward Equality
（6）
＜題材＞アフガニスタン初の女性アスリートについて読み，平和と女性の権利について考える。
＜機能・表現＞気持ちを伝える（落胆する，苦悩する）
＜言語材料＞as if +仮定法過去／S+V(=使役動詞)+O+C(=過去分詞)／keep (～) from doing／比較級 and 比較級／take ～ for granted
	・身近にある男女差別を考え，その解消のために何が必要なのかを話し合う。
・「総合的な学習の時間」と関連づける。
	

	
	
	Communication Workshop 5: Discussion（2）
	・｢自動販売機の是非｣についてグループで討論し，まとめた意見を発表する活動に取り組む。
	

	
	３
月
	Reading: Dead Poets Society（5）
＜題材＞型破りな教師が生徒に今を生きることの大切さを説く物語を読んで，高校生活のあり方について考える。
＜言語材料＞復習
	・なぜ生徒たちはキーティング先生に共感を持つようになったのか，英語で口頭要約する。
・ビデオで映画を鑑賞する。
	

	
	【課題・提出物等】
１．課題：『ワークブック』や『予習・復習ノート』の中で指示されている箇所を予習。
２．提出：Lesson 9～Readingまでの『ワークブック』や『予習・復習ノート』，セクションごとのサマリー（50 words程度）を提出。

	
	【第３学期の評価方法】
１．評価対象：学年末考査の成績，各課の小テスト（指導者セット内の『評価用テスト問題』を活用），スピーキングテスト１回（各レッスンの内容をまとめて話す，扱われた話題に関して自分の意見や考えを述べる），ワークブックの記入状況，授業時間内のペアワークやグループワークへの取り組み状況，課題提出状況を評価対象とする。
２．評価配分：学年末考査の成績－60％，小テスト－10％，スピーキングテスト－10％，『ワークブック』への記入・ペアワークへの取り組み状況－10％，課題－10％

	【年間の学習状況の評価方法】
１学期，２学期及び３学期の成績を総合し，年間の学習成績とする。


生徒へのアドバイス
	確かな学力を
身につけるための
アドバイス
	・英語力は大きく分けて２つからなっている。１つは相手が英語で述べていることや書いていることの意味を理解する能力，もう１つは自分の意志や聞いたり読んだりしたことを相手に伝えるために英語で話したり，書いたりする能力である。この２つの力をつけるには，授業中はもちろん授業外でも実際に英語をできるだけ多く聞き，読む必要がある。
また同時に，本文のサマリーや内容に関する感想や考えを話したり書いたりする活動も重要だ。日本語訳や文法学習はそのための補助であって，それが主となってはならない。英語力を伸ばすには，多くの英語を聞き読み，また話し書くこと以外に方法はない。

	授業を受けるに
当たっての
アドバイス
	・ペアワークでは，英語だけでコミュニケーションを図ることになるが，自分の意志を伝えることに困難を感じてもあきらめず，易しい表現や既習の表現で言いかえる。
・英文をいちいち日本語に置きかえるのではなく，英語の語順のまま意味を取るよう心がける。
・単語１つ１つの意味をつなぎ合わせて理解するのでなく，意味の固まりで表現を覚えたり，発音したりするよう心がける。


(2) 評価の観点，内容及び評価方法
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心･意欲･態度
	・コミュニケーション活動に関心を持ち，積極的に活動を関わり，コミュニケーションを図ろうとしているか。
	・『ワークブック』
・ペアワークやグループワークへの参加態度を観察・自己評価

	表 現 の 能 力
	・本文の内容に関する自分の意見や感想を英語で表現できるか。
・発話や音読の際の発音やリズムは適切か。
	・『ワークブック』
・ペアワーク参加態度観察
・スピーキングテスト
・サマリー，エッセー・ライティング
・定期考査のライティング問題

	理 解 の 能 力
	・本文の内容やそれに関する話題について，英語で聞いたり読んだりして話し手や書き手の意図を理解することができるか。
	・『ワークブック』
・定期考査のリーディング・リスニング問題

	知 識 ・ 理 解
	・コミュニケーション活動を実践するのに基礎として必要な語彙，発音，文法などに関する知識を理解し，使えるようになっているか。
	・『ワークブック』
・セクションごとの単語・熟語・表現小テスト
・定期考査


1

